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＜ERDBプロトタイプ構築プロジェクト＞

●大学図書館とNIIの連携のもと、電子リソースに関する

データ共有のための基盤構築を行うプロジェクト

（平成24年度開始）

１）電子リソースに関するデータ共有のための基盤を構築

２）電子媒体の学術情報への迅速かつ的確なナビゲート

を実現

１）はじめに

目 的
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東北大学

筑波大学

東京大学

電気通信大学

一橋大学

横浜国立大学

静岡大学

名古屋大学

京都大学

大阪大学

島根大学

九州大学

大阪市立大学

学習院大学

慶應義塾大学

明治大学

佛教大学

現在、１７大学が参加

＜プロジェクト参加機関＞
１）はじめに
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＜参加機関の協力体制＞
１）はじめに

イベント等を通した広報

（図書館総合展）

プロトタイプの検証

自館サービスとの連携検討

ナレッジベースのデータ収
集・整備

海外のGoKB，KB＋等の情
報収集

ERDB

プロジェクト

■チーム１ ■チーム２

■チーム３ ■チーム４
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２）ERDBについて

●ERDBは雑誌タイトルや各機関の契約情報などを保持
●すなわち、ERDBはデータベースでありサーバで構成
● ERDBの基本となる共有データは
①国内外のナレッジベース
②各大学の契約情報やライセンスに関する情報

●ERDBからUser Interface, WebAPIを通じてデータ取得可能

ナレッジベースとは「世界中の出版社や情報システムベンダーなどから電子リ
ソースのタイトルやURLなど簡易なメタデータ*を網羅的に収集し、最新の状態
で保持しているデータベースである。図書館はナレッジベースから自機関で利
用可能な電子リソースを選択して設定することで、電子リソースを容易に整理
し、アクセスを提供することができる」。
[ 渡邊英理子、香川朋子、図書館におけるナレッジべースの活用の広がりと
KBARTの役割、カレントアウェアネス、314, p14-16 (2012.12) ]

ERDBはナレッジベースが根幹

＜概要＞

*メタデータ：書誌データ

契約と
ライセンス
が関連付く
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JP

日本語KB

C-JP

Global

海外KB

C-Global

License

契約

C-License

Template：共通情報（オープン）

Custom：各館情報（クローズ有）

Template情報を元に各館独自の情報の関連付けが可能

２）ERDBについて
＜データ構造＞

自館情報と関連付け
(User InterfaceとAPI利用)
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２）ERDBについて
＜データ構造＞

JUSTICE提案の利用
条件等。
形式はONIX-PL準拠。
( ONIX-PL : 電子リ

ソースのライセンス
テンプレート )

GOKBやKB+等の

海外ナレッジベース
プロジェクトとのデー
タ交換を検討中。
形式はKBART。
( KBART : Knowledge 
Base And Related 
Tool )

CiNii-ELS, NDL, J-
Stage等の日本語KB
を登録済み。

現在、国内個別タイ
トルを集積するため
のサブプロジェクトも
始まる。
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●Template(共通情報)をUse InterfaceあるいはAPIを利用して、自館にデータ
ダウンロード可能。

●ダウンロードされたデータに自館情報を登録し、アップロードすることによ
り、自館情報がTemplate情報と関連付けされ、カスタム情報となる。

２）ERDBについて
＜データ構造＞

●カスタム情報は自館の管理形態に応じて利用可能
・図書館システム
・商用管理システム
・EXCEL
・独自システム

図書館システム
商用管理システム
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国内個別タイトル
（非パッケージ系）

海外KB
（KB+，GOKb）

出版社等
（パッケージ系）

海外タイトル

大学図書館

ERMSベンダー等

海外KB
（KB+，GOKb）

ERMS
ディスカバリーツール

国内タイトル

ナレッジデータ (KBART形式)

契約情報・利用条件ナレッジデータ

国
内
ナ
レ
ッ
ジ
デ
ー
タ

ERDB

２）ERDBについて
＜ERDBのデータ流通概要図＞
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３）開発ついて
＜開発フェーズ＞

●ERDBは本格運用を目指し、開発過程をフェーズに分割
●各フェーズ毎に進行状況を検討し改訂（参加館の協力の下）

JUSTICE：大学図書館コンソーシアム連合
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３）開発について

平成25年度の開発ターゲット

●プロトタイプ第2版の開発（2013/10公開開始）
⇒User Interfaceの検証・開発
⇒APIを検証・開発
⇒データ整備・検証
⇒日本語KBの集積

●管理機能開発
●API仕様の公開（一部公開開始）
●本環境開発に向けた機能確認

＜現開発フェーズ＞

実施中



15th Library Fair  2013-10-30   How Change By ERDB  

３）開発について
＜現開発フェーズ：日本語KBの集積＞

JP(日本語KB）については，

共同作成サブプロジェクトで
図書館の手によるデータ構
築を目指してる。
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ダウン
ロード

ナレッジベース
（日本語KB, 海外KB）

パッケージ
（日本語KB, 海外KB）

プラットフォーム
（日本語KB, 海外KB）

契約情報

アップロード
（機関情報）

３）開発について
＜プロトタイプ第2版：アップ・ダウンロード項目＞

機関情報が関連付
けされる
（カスタム情報）

ERDBのアップロード・ダウンロード可能な4項目
（次ページ以降でUI画面提示）

UI
API

(UI,API)
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３）開発について
＜プロトタイプ第2版：アクセス方法＞

User Interface API

https://erdb.nii.ac.jp/api/t_issueentitleme
nts?accesskey=????&secretkey=???? 



15th Library Fair  2013-10-30   How Change By ERDB  

３）開発について
＜プロトタイプ第2版：UI利用＞
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３）開発について
＜プロトタイプ第2版：ナレッジベース検索＞
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３）開発について
＜プロトタイプ第2版：UI利用＞
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３）開発について
＜プロトタイプ第2版：UI利用＞
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TContractID CContractID TitleInstanceID PublicationType StandardIDType-1 StandardIDValue-1 StandardIDType-2 StandardIDValue-2 PrivateIDType-1 PrivateIDValue-1 PublicationTitleName-1

73 4 10311 Journal issn 1482076 eissn 15338606 ssid ssj0000379 19th century music

73 4 10386 Journal issn 10802142 ssid ssj0012469 401k advisor

73 4 10413 Journal issn 12793 ssid ssj0025729 A.U.M.L.A.

73 4 10472 Journal ssid ssib000720821 AAP General News Wire

73 4 10491 Journal issn 15385981 ssid ssj0037410 AARP modern maturity

73 4 10534 Journal issn 7470088 eissn 21627983 ssid ssj0000642 ABA journal

73 4 10539 Journal issn 21564809 ssid ssj0000393892 ABA journal of labor & employment law

73 4 10690 Journal issn 1902946 eissn 21625247 ssid ssj0000155 Academe (Washington. 1979)

73 4 10727 Journal issn 18762859 eissn 18762867 ssid ssj0063886 Academic pediatrics

73 4 10751 Journal issn 22239944 ssid ssib007483478 Academic Research International

73 4 10759 Journal eissn 21505160 ssid ssj0000328040 Academy for Legal, Ethical and Regulatory Issues proceedings

73 4 10786 Journal issn 10956328 eissn 15282643 ssid ssj0057425 Academy of educational leadership journal

73 4 10793 Journal issn 10879595 eissn 15282686 ssid ssj0057426 Academy of Entrepreneurship journal

73 4 10808 Journal issn 15247252 eissn 15325806 ssid ssj0057427 Academy of Information and Management Sciences journal

73 4 10832 Journal issn 14273 eissn 19480989 ssid ssj0009489 Academy of Management journal

73 4 10848 Journal issn 3637425 eissn 19303807 ssid ssj0000705 Academy of Management review

73 4 10881 Journal issn 14508 ssid ssj0012470 Accent on living

73 4 10895 Journal issn 10300155 ssid ssj0053210 Access (Caulfield East)

73 4 10977 Journal issn 18438105 ssid ssib008557200 Accounting and Management Information Systems

73 4 11060 Journal issn 14826 eissn 15587967 ssid ssj0004691 Accounting review

73 4 11100 Journal issn 0889325X ssid ssj0026555 ACI materials journal

73 4 11106 Journal issn 8893241 ssid ssj0030234 ACI structural journal

73 4 11269 Journal issn 10499261 ssid ssj0036233 Acoustic guitar

73 4 11394 Journal issn 1678019 eissn 15729036 ssid ssj0003966 Acta applicandae mathematicae

73 4 11453 Journal issn 5836050 ssid ssj0065542 Acta carsologica

73 4 11469 Journal issn 15512 ssid ssj0000394632 Acta clinica belgica

73 4 11514 Journal issn 9405429 eissn 14325233 ssid ssj0012738 Acta diabetologica

73 4 11539 Journal issn 8739749 eissn 14379546 ssid ssj0015814 Acta ethologica

73 4 11624 Journal issn 15962 eissn 18712509 ssid ssj0026556 Acta mathematica

73 4 11641 Journal issn 14398516 eissn 14397617 ssid ssj0055906 Acta mathematica Sinica. English series

73 4 11660 Journal issn 15970 eissn 16196937 ssid ssj0012741 Acta mechanica

73 4 11911 Journal issn 16810 eissn 17411416 ssid ssj0022036 Acta politica

73 4 11980 Journal ssid ssib007491984 Acta Technica Corviniensis - Bulletin of Engineering

73 4 11983 Journal issn 12216542 ssid ssj0000618075 Acta technica napocensis. Electronic?-Telecomunica?ii

73 4 12165 Journal issn 10846700 ssid ssj0004506 ADA (Fort Bliss, Tex.)

３）開発について
＜プロトタイプ第2版：UI利用＞

●User Interfaceを通して、ナレッジベース等をCSV形式でダウン
ロードできる。
●Excelで編集し、契約情報を付加することにより自館情報として
保存およびERDBへアップロードできる。
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３）開発について
＜プロトタイプ第2版：API＞

●APIを使用することにより、XMLでERDBに相互アクセス可能
●また、契約情報等の更新も行える。図書システムからの利用にお
いて機関システムとの連携が可能
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４）まとめ

●ERDBプロトタイプ第2版を参加館へ公開●

（図書館システムベンダーへ公開）

●参加館による機能およびデータ検証●

本格開発に向けての機能およびデータ整備の

重要なフィードバック


